

















































































































































































































































































外地(暫質観定的(にな特もよ徴のる) ) No 地区名 寺名 地形
NS EW 
1秋田 秋田市 中野 墓 地 275↓ (225未満) 微局平地 硬い砂
2 ~ ク 島 タ 275 t ク 向上
3 イシ ク 上飯島 ク 200↑ 225↓ 。
4 ク 。 四ッ谷 。 250↓ 低平地
5 イシ 。 土崎中央 休宝寺 300↓ 275↓ ク 良好
6 ~ ク 神田新町 墓 地 225 t イシ
7 ク 雄和町 寺村 。 200未満 ~ 
8 。 秋田市 中島 ク 200未満 イ少
9 。 。 新屋 天龍寺 200↓ 175t 微高平地
10 ク 。 大町 大悲禅寺 200 t 200↓ 低平地
1 。 。 。 歓喜寺 300↓ 275 t イシ
12 ~ 。 タ 鱗勝寺 250 t 250 l 。
13 タ 。 街道 墓 地 175↑ 微高平地
14 ク 昭和町 天神下 ~ 250 t 低平地
15 。 ク 大久保 円福寺 325↓ 325↓ 。 NSくEW
16 ~ 井川町 新屋敷 墓 地 300↓ 300↓ ク 砂(噴砂あり)NS>EW 
17 タ 若美町 宮沢 眺江寺 250 t 250 t 微高平地 EW>NS 
18 イシ 。 松木沢 墓 地 250↓ 微高傾斜地
19 ク 。 福川 福 寺 250 t 250↑ 低平地 NS>EW 
20 ~ 。 渡部 向性院 300↓ 275↓ タ
21 ク 八竜町 釜谷 墓 地 300↓ 微品平地
2 ク ク 大曲 ~ 225 t 微高傾斜地
23 ク 能代市 寒川 。 250↓ 微高平地
24 。 イシ 河戸川 ク 250↑ 300↓ イシ
25 。 。 大内田 。 250↑ 250↑ 低平地 ~W>NS 
26 。 イ少 青葉町 イシ 275↓ 325↓ 。 砂
27 ~ 。 落合 イシ 300 t 300↑ 微高平地 NS>EW 
28 イ少 4シ 竹生 。 300↑ イシ
29 。 峰浜村 水沢 盛沢寺 300↓ 3∞↓ 低平地 EW>NS 
30 ~ 八森町 中浜 月照庵 275↓ 250↑ イシ
31 青森 岩崎村 上小屋町 墓 地 200↓ 200 t 微局傾斜地 良好(岩盤)
32 ~ 深浦町 深浦 宝泉寺 350↑ 350 t 高平地 海岸段丘上NS>EW
3 ~ 。 館村 墓 地 350 t 350 t タ 丘陵地EW>NS
34 イ少 ~ 関 浄安寺 375↓ 350 t 低平地
35 。 三歳村 六条間 墓 地 375↑ 375 t 高平地 海岸段丘上(風化あり )NS>EW
36 タ 4シ ニ厩 義経寺 350↓ 350↓ ク 向上EW>NS
37 。 今別町 西国 正行寺 375↓ 低平地
3~ ~ 蟹田町 山本 墓 地 325 t 300 l 。
39 。 中里町 今泉 。 325↓ 325↓ ~ EW>NS 





外地(暫質観定的(にな特もよ徴のるl No 県名 市町村名 地区名 寺名 地形
NS EW 
41 青森 小泊村 小治 春洞寺 325↓ 微品平地
42 イシ イシ 下前 墓 地 375↓ ク EW>NS 
43 イシ 市浦村 十三 願 寺 300↓ 300↓ 低平地 砂(砂丘)EW>NS 
44 イシ 車力村 富道 墓 地 375↓ 山腹傾斜地
45 タ イシ 車力 イシ 350↓ 微高平地 砂
46 。 ィシ 下牛j写 ク 300↑ イシ イシ
47 イシ 木造町 筒本坂 要心寺 300 t 微高緩傾斜地
48 ク ク 館岡 洪福寺 300↓ 微高平地
49 イシ 金木町 金木 照蓮院 275 t 325↓ 低平地
50 ィシ 中里町 尾別 墓 地 300↓ 、300↑ 微高傾斜地
51 ク ク 向町 弘法寺 350 t 微局緩傾斜地 EW>NS 
52 イシ タ 福浦 光勝寺 325↑ 低平地
53 イシ 稲垣村 繁田 墓 地 200 t 300↑ イシ
54 イシ イシ 穂積 徳蔵寺 300↓ 。
5 ク ク 語やl 墓 地 。
56 イシ 木造町 出来島 ク 300 t イシ 砂
57 ク 鯵ヶ沢町 鯵ヶ沢 願行寺 300 ~ 300 t イシ 良好
58 。 木造町 広岡 墓 地 ， 350↑ 350↑ ク 軟弱NS>EW
59 。 。 三ッ館 ィシ 325↓ 375↑ 
60 イシ イシ 清水町 タ 375↑ 350↓ ク 軟弱
61 ク 五所川原市 中野新田 墓 地 325↑ 低平地 EW>NS 
62 イシ イシ 新宮 龍泉寺 250↑ イ少 良好
63 。 ク 五所川原 玄光寺 325↓ 300↑ タ 軟弱
64 ク 鶴田町 鶴田 称光寺 300↑ 250↑ ィシ
65 。 板柳町 板柳 龍測寺 275↓ 275↓ 。 NS>EW 
6 。 黒石市 黒石 円覚寺 300 t イシ
67 タ 浪岡町 平川町 玄徳寺 350↑ イシ 軟弱
68 イシ 尾上町 尾上 善応寺 200未満 200未満 ク 良好NS>EW
69 タ 。 南田中 明光寺 250↓ 200未満 ク
70 イシ 田舎館村 大袋 墓 地 250↑ 225↑ タ
71 ク 弘前市 町田 タ 250↑ 250↓ イシ
72 イシ 岩木町 高屋 。 275 t 250↓ イシ
73 秋田 鷹巣町 坊沢 源昌院 200未満 200未満 微高緩傾斜地
74 ィシ 二ツ井町 切石 墓 地 175↓ イシ
75 。 能代市 鶴形 海蔵寺 225 t 微高傾斜地
76 タ 男鹿 北浦 雲昌寺 250↓ 250↑ 微品緩傾斜地
7 タ イ少 西黒沢 宝田寺 200↓ 微高平地 良好
78 。 能代市 鰍測 墓 地 350↓ 375 t 低平地 軟弱
79 イシ イシ 真壁地 イシ 250↓ 250 ~ 。 良好NS>EW




県名 市町村名No 地区名 寺名 地形 地質的(特徴)
NS EW (暫定なもの)
81 秋田 八森町 八森 墓 地 225↓ 200未満 低平地 砂
82 ク 琴丘町 新屋敷 龍江寺 250↓ 200未満 ク
83 青森 青森市 横内 常福寺 275 t 微高平地 やや軟弱EW)NS
84 ク 4 造道 瑞光寺 200未満 l低平地
85 。 。 筒井 墓 地 175t ク 良好
86 イシ 。 小浜 i中館共同墓地 イシ やや軟弱NS)EW
87 イシ 。 岡田 墓 地 。 軟弱
88 ク ぞ少 油川 明誓寺 イシ 軟弱含浄満寺
89 。 イシ 奥内 清岸寺 225↑ 250 t タ 砂
90 。 4シ 小橋 心光寺 250↓ イシ 砂EW)NS
91 イシ 。 後汚 墓 地 300↓ 。 やや軟弱
92 。 蓬田村 長科 ク 275 ~ ク
93 ク 。 蓬田 正法院 275 f 4 NS)EW 
94 ~ イシ 瀬辺地 墓 地 300↑ 275↓ 微高平地
95 。 イシ 広瀬 楽宝寺 325↓ 300↓ 低平地 軟弱
96 。 蟹田町 蟹田 長楽寺 325↑ 。 。
97 イ歩 平館村 今津 墓 地 200未満 海岸段丘上平地 良好
98 。 今別町 奥平部 イシ 200未満 微高緩傾斜地 ィシ
9 。 タ 重月 イ少 200未満 200未満 微高平地
100 。 平館村 宇田 開法寺 200未満 200未満 海岸段丘上平地 良好
101 タ そ少 平館 福昌寺 200未満 200未満 微品平地 イシ
102 ク 蟹田町 蟹田 専念寺 225↓ 325↓ 低平地 やや軟弱
103 イシ 蓬田村 高根 墓 地 200未満 2ω未満 微高緩傾斜地 良好
104 。 青森市 新城 イシ 275↓ 微高平地 やや軟弱EW)NS
105 。 ク 細越 正明庵 225↓ 225↓ 微高緩傾斜地 NS)EW 
106 。 ク 品田 真浄寺 325 ~ 300↑ 低平地 軟弱
107 ク 4 浜野 墓 地 イP ィシ
108 4 4 宮田 念心寺 200未満 微高平地 やや良好
109 イシ イシ 野内 当古寺 200未満 200未満 低平地 良好
110 タ 平内町 小湊 浄格寺 200未満 200未満 微高平地 イシ
III タ 野辺地町 野辺地 常光禅寺 200未満 200未満 タ イシ
112 ク 横浜町 横浜 西福寺 200未満 200未満 低平地 ク
113 イシ むつ市 田名部 常念寺 200未満 200未満 イシ イシ
114 ク 大畑町 大畑 大安寺 300↓ イシ やや軟弱含心光寺
115 。 風間浦村 下風目 浄土寺 200未満 200未満 山腹傾斜地 良好
116 4 。 易国間 東傍寺 200未満 200未満 微晶平地
117 ~ タ 蛇浦 やすらぎ霊園 200未満 200未満 山腹緩傾斜地
118 ク 大関町 大関 墓 地 200↑ 200↑ 微高平地 NS)EW 
119 。 タ 奥戸 信願寺 200 t 225 ~ 低平地 軟弱川のそば
1201 ~ 佐井村 佐井 発信寺 200未満は堕塑一 ク
100 総合都市研究第20号
推定最大加速度
外地(暫質観定的(にな特もよ徴のるl No 県名 市町村名 地区名 寺名
NS 
121 青森 佐井村 佐井 長福寺 200未満
122 イシ タ 磯谷 墓 地 200未満
123 ク イシ 長後 長寿院 200未満
124 イシ ヲシ 牛滝 墓 地 200未満
125 ク 脇野沢村 滝山 タ 200未満
126 。 イシ 脇野沢 脇沢寺 200未満
127 イシ ク 宿野部 泉龍寺 200未満
128 タ 川内町 川内 多善寺 200未満
129 イシ イシ 戸沢 墓 地 200未満
130 イシ むつ市 城ケ沢 清津寺
131 ク 平賀町 品畑 墓 地 250↓ 
132 。 弘前市 大清水 'l 200未満
133 ィシ 藤崎町 中野目 智園寺 275↓ 
134 タ 板柳町 夕顔関 慶峰寺 300 t 
135 。 浪岡町 長沼 墓 地
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2. pp. 18 
島崎邦彦・森ジム
1983 rForcal Mechanism of the May 26， 1983 
]apan Sea EarthquakeJ r地震学会講演予稿





























誌JVo 1. 98， No. 1211， p. 52-65 
森ジム・島崎邦彦
1983 rSource Process of the May 26， 1983 
]apan Sea EarthquakeJ r地震学会講演予稿
集J，No. 2， p. 16 
DISTRIBUTION OF MAXIMUM ACCELERATION ESTIMATED 
BY THE EXAMINATION OF TOMB STONES IN MAY 1983 
NIHONKAI-CHUBU EARTHQUAKE 
Takahiro Kunii * and Takahisa Enomoto ** 
*Center for Urban Studies， Tokyo Metropolitan University 
**Kanagawa University 
Comprehensive Urban Studies， No. 20， 1983， pp. 91-107 
Two days after the earthquake that occurred in the center part of the Japan Sea on May 26， 1983 
an investigation of overturned tomb stones at several locations about 2 weeks was carried out. The 
maximum horizontal acceleration at each place was estimated. The investigated points (a point corres-
ponding to a graveyard or a temple ) numbered about 140 and the estimated values were distributed i目
the range from less than 200 to about 375 gaJ. For these distributions of estimated maximum horizontal 
accelerations， we examined a few matters concerning the relationships between the epicentral distance 
considering the epicentral area， geological conditions and the intensities of seismic motion. This report 
is a prompt report of this investigation and is intended to offer some data in order to study earthquake 
engineering in the future. Finally， the area of field investigation of tomb stones covered almost the en-
tire area of Akita and Aomori Prefectures except the east and south parts of Akita Prefecture and the 
south-east part of Aomori Prefecture. 
